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お得な年間パスポート 

定例庭園ガイドツアー

は土・日・月・祝日の

11 時・14 時。英語

ガイドツアーは土曜日

10 時 30 分より。 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１６４号 

来年は、きらきら輝く一年に！ 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

大名庭園でお正月 

 
《昨年１月、白糸の滝付近・冬の庭園に彩りをそえるサザンカ》 

 今年も残り僅かになりました。普段は悠然と構え

る先生(師)も忙しく走り出す(師走)といわれる 12

月、より美しい庭園で新年を迎えられるよう、庭師た

ちも大忙しです。 

 紅葉・黄葉の季節が終わると、園内でも多くの樹が

葉を落とし、良く晴れた日には、細い枝先まで見える

ようになります。これからは、思わず背中も丸まって

しまうような寒い日も、背筋を伸ばして見上げていた

だくと、今までとは違った景色もご覧いただけそうで

す。 

 お正月に活躍するセンリョウ(千両)や、マンリョウ

(万両)などの実も色づき、色味の少なくなった園内を

彩ります。日本庭園の冬の風物詩でもる“雪吊り”や

“菰(こも)巻き”とともにお楽しみください。 

 なお、当園は、12 月 29 日(日)～１月 1 日(水)の

期間、休園いたします。また、びいどろ茶寮(涵徳亭

内レストラン)は、12 月 25 日(水)で、年内の営業を

終了いたします。庭園、びいどろ茶寮ともに『大名庭

園でお正月』と題して、下記の内容で 1 月 2 日(木)

より、みなさまをお迎えいたします。 

開催日時：１月２日(木)・３日(金) 
     9 時～17 時(最終入園は 16 時 30 分) 

 

１ 懐かしい正月遊び 

松原にて、羽根つきや、けん玉などの正月遊びをお楽

しみください。(10 時～15 時 30 分、雨天中止、入

園料別途・参加費無料) 

２ 記念撮影コーナー 

シダレザクラ前広場に、正月らしいし設えの記念撮影

コーナーをご用意いたします。(10 時～16 時、雨天

中止、入園料別途) 

３ 庭園ガイド 

庭園ガイドボランティアの案内で、冬ならではの園内

散策をお楽しみください。(11 時・14 時(各回約 1

時間)、定員なし、荒天中止、入園料別途) 

１，２，３ともに、雨天中止の場合は X(旧 Twitter)

にてお知らせいたします。 

 

歳寒三友(さいかんさんゆう) 
 寒さの厳しい季節は“歳寒”と呼ばれるそ

うです。その“歳寒”に“三友”をつけると

「歳寒三友(「歳寒の三友」とも)」。 

  これは、縁起の良いものとして慶事でも活

躍する松・竹・梅を表現したものです(梅・水

仙・竹を指すこともあります)。 

  中国では、厳冬にも風雪に耐えて生き生き

とした姿を見せる松や竹、百花にさきがけて

花を咲かせる梅は、高潔や清純の象徴とされ

ました。 

  これが奈良時代に日本へ伝わったともいわ

れ、室町時代からは、強い生命力のある松に

成長の早い竹を添えて門口に飾り、新年を祝

うようになったのだとか。 

 園内では、庭師たち渾身の“雪吊り”が施

された「一つ松」「陽石の松」、松原では冬

の風物詩でもある菰(こも)を巻いた松をご覧い

ただけます。 

 

 上の写真は、例年１月中旬には咲き出す早咲

き品種の“光圀(みつくに)”。この庭園を完成さ

せた水戸藩二代目藩主の名前のついた純白なウ

メの花、この樹が咲き出すと、園内梅林はゆっ

くりと花の季節に入ります。 

 “三友”に挙げらる竹、園内には大きな竹は

ないですが、竹の一種である“オカメザサ(小廬

山周辺)”や、竹と同様、吉祥のモチーフになっ

ている“クマザサ”をご覧いただくことができ

ます。特に、寒くなると、葉の周りが白く縁ど

られる“クマザサ”は、これからの季節、とて

も美しくなりますよ。 

 

 さらに“歳寒二友(にゆう)”は、梅と寒菊。ま

た、“歳寒仙侶(せんりょ)”は、水仙・竹・梅を

岩石に取り合わせたもの、それぞれが画題にな

るそうです。 

  園内に寒菊はありませんが、これからは、田 

           端でニホンスイセンが芳しい香りと 

              ともに、可愛らしい姿を見せて 

               くれます。 

                  みなさまも、冬の庭園で、 

                素敵な“友”だちを、探して 

                みませんか？ 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

